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駅家南中学校区 校番４６ 福山市立宜山小学校 
   

 最終更新日 2023 年（令和５年）４月１日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

〇中学校卒業後の自己実現に向けて意欲的に学習

に取り組む生徒も多いが，キャリア形成に前向き

になれない生徒に対し支援が必要である。 

〇自ら進んで学びを広げる力は高まってきたが，自

分の考えをしっかりと発表することができにく

い。 

〇課題を見つけたり，解決したりする活動に進んで

取り組んでいるが，伝えたり発信したりする力を

十分に育成できていない。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
コミュニケーション力   協調性・思いやり 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
駅家に愛着と誇りを持ち 主体的に行動する児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

〇「認知のしくみ」から設定したテーマを踏まえた授業を行う 

〇保護者，地域と連携したふるさと学習を積み上げる 

〇自ら課題を見つけ，他者と協力して地域貢献できる子どもを育成する。 

 

現 状 

＜児童＞ 

○書くことで，自分の考えを表現できる児童が増えてきた。 

○感染症対策等で運動量が減ったためか，体力テストの結果が下がった。 

○少し難しいことに挑戦してみようという意欲が育ってきた。 

○異学年間のつながりが強く，あこがれの上級生から学ぶことができている。 

○地域に支えられているという意識が高く，郷土愛が醸成されている。 

＜授業＞ 

○「分からない」が安心して言え，学び合おうと意識が変わってきた。 

○児童が活躍する場面を増やす授業改善に取り組んでいる。 

○目の前の児童の学びに応じて臨機応変に変える授業までには至っていない。

子ども主体の学びについて，引き続き工夫改善していく必要がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

コミュニケーション力（話す力）  思いやり（人間力） 

めざす 

子ども像 
 

 コミュニケーション力（話す力） 思いやり（人間力） 

全体 
自分の考えを持ち，他者に対してその

考えを積極的に伝える子ども 

他者の考えと自分の異なる考えを受け入

れ，仲間と共に課題を解決する子ども 

1・2 年生 
相手に応じ，身近なことなどについて，

事柄の順序を考えながら話す力 

身近にいる人に温かい心で

接し，明るく接する態度 

友だちの

よさから

学ぶ態度 

3・4 年生 
相手や目的に応じ，調べたことなどに

ついて，筋道を立てて話す力 

相手のことを思いやり，進

んで親切にする態度 

5・6 年生 

目的や意図に応じ，考えたことや伝え

たいことなどについて，的確に話す力 

誰に対しても思いやりの心

を持ち，相手の立場に立っ

て親切にする態度 
 

   

研究 

テーマ 「認知のしくみ」をふまえ，子どもの学びの過程を大切にし，子どもと創る授業 

内容等 重点化！学びの自己調整力～子どもたちの学びの中に CIER モデルを生む～ 

めざす授業の姿 

〇 子どもが，課題について考えたい，伝え合いたい，友達の考えから学びたいとい

う意欲をもっている。 

〇 子どもが，自分の学びを振り返り，成果や課題，疑問を見出し（省察）ながら，学

びを積み上げている。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

〇短期経営目標の達成は，単年度ででき

るものではなく，次年度の担任にも引

き継いでもらいたい。 

〇もっと積極的に生徒の様子を地域に発

信してもらいたいと共に，保護者の協

力をどう得るのか検討が必要である。 

〇個人を大切にすることも大事だが，学

校全体で大きな目標に向かっていくの

もよいと思う。 

 

ミッション 

ふるさとに自信と誇りをもち，社会に貢献できる，自立した子どもの育成 

 
学校教育目標 

自ら考え学び 社会に貢献できる子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

 

 

 

 

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

宜山っ子憲章

を実現する子

どもの育成 

★ 
継

続 

〇「つまずきも 
友と咲かせる
 学びの花」を
実現する。 

〇学びの中にＣ
ＩＥＲモデル
を生む。 

  
〇ＮＩＥ活動を
推進する。 

 

〇児童のふり返
り肯定的評価
80％以上 

 
〇教職員アンケ
ート 

 

 

  

  

   

 

 
継

続 

〇「育てよう 相
手の思いに  
気づける心」を
実現する。 

 

〇自分で学ぶ力
をつけよう，自
分で決める３
Ｍの取組を進
める。 

 
〇「にっこり！た
まて箱」による
学び合いを行
う。 

〇教職員アンケ
ート 

〇児童のふり返
り達成率80％
以上 

 
〇６年生の紹介
の割合80％以
上 

 

  

  

   

 

 
継

続 

〇「広げよう 一
日一つ  笑顔
の輪」を実現す
る。 

 

〇外遊びなどを
行うことによ
り，体を動かす
ことの好きな
児童を育成す
る。 

 
 
〇ＳＤＧｓ「11
住み続けられ
るまちづくり
を」を実現する
ために，地域社
会に児童が関
わる活動を推
進する。 

〇児童アンケー
ト肯定的評価
80％以上 

 
 
 
 
〇リサイクルに
参加した児童
の割合70％以
上 

 
 

 

  

  

   

 

１ 

保護者・地域

に信頼される

学校 

 
新

規 

〇保護者から寄
せられた相談
事を記録化し，
確実に解決を
図る。 

○相談事の記録
及び解決した
かどうかの確
認を毎週末に
行う。 

 

〇解決した問題
の割合 

 

  

  

   

 

福山市立宜山小学校 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


